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横芝光町 議会だより

議決結果議決結果 ≪6月定例会≫ 賛成＝○　反対＝●　欠席＝欠　除斥＝除

議案９件、報告５件のうち、賛否が分かれた案件は１件でした。議案名中の「横芝光町」と「～について」は、省略表示しています。議案９件、報告５件のうち、賛否が分かれた案件は１件でした。議案名中の「横芝光町」と「～について」は、省略表示しています。

６月定例会

　令和４年６月定例会は、６月３日に招集され８日間の会期で開催されました。　令和４年６月定例会は、６月３日に招集され８日間の会期で開催されました。
　定例会に提出された議案は、町長提出９議案と報告５件で、いずれも慎重な審議が行われ、可決　定例会に提出された議案は、町長提出９議案と報告５件で、いずれも慎重な審議が行われ、可決
同意されました。同意されました。
　また、５名の議員による一般質問、町選挙管理委員及び補充員の選挙、請願及び陳情の審議を　また、５名の議員による一般質問、町選挙管理委員及び補充員の選挙、請願及び陳情の審議を
行い、６月９日に閉会しました。行い、６月９日に閉会しました。

条例改正・補正予算など９議案を可決・同意

22022.82022.8

議
案
番
号

議　　案　　名
議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

小
倉
弘
業

森
川
貴
恵

印
東
彦
治

秋
鹿
幹
夫

宮
薗
博
香

山
﨑
義
貞

越
川
一
雄

庄
内
賢
一

鈴
木
和
彦

鈴
木
輝
男

川
島

　
仁

川
島
富
士
子

鈴
木
克
征

鈴
木
唯
夫

八
角
健
一

川
島
勝
美

議　案
第１号

専決処分の承認を求めること
（税条例等の一部を改正する条例の制定）

原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 （
注
）
議
長
は
議
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第２号

専決処分の承認を求めること
（国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）

原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第３号

介護保険条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第４号

附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第５号

令和４年度一般会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第６号

令和４年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第７号

令和４年度東陽食肉センター特別会計補正予算
（第１号）

原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第８号

教育委員会教育長の任命　（實川　睦子氏） 同意 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　案  
第９号

教育委員会委員の任命　 （椎名　義明氏） 同意 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報　告
第１号

令和３年度一般会計継続費繰越報告

報　告
第２号

令和３年度一般会計繰越明許費繰越報告

報　告
第３号

令和３年度一般会計事故繰越し繰越報告

報　告
第４号

令和３年度農業集落排水事業特別会計継続費繰越報
告

報　告
第５号

令和３年度東陽食肉センター特別会計事故繰越し繰
越報告



横芝光町 議会だより

賛成＝○　反対＝●　欠席＝欠　除斥＝除

賛成＝○ 反対＝● 欠席＝欠 除籍＝除
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議案番号 議決結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

小
倉
弘
業

森
川
貴
恵

印
東
彦
治

秋
鹿
幹
夫

宮
薗
博
香

山
﨑
義
貞

越
川
一
雄

庄
内
賢
一

鈴
木
和
彦

鈴
木
輝
男

川
島

　
仁

川
島
富
士
子

鈴
木
克
征

鈴
木
唯
夫

八
角
健
一

川
島
勝
美

発議第１号 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第２号 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願２件を採択・陳情１件を不採択
　６月定例会に提出された請願２件と陳情１件は、民生文教常任委員会へ付託され、審査されました。結果
は下記のとおりで、採択された意見書２件は議長名で各関係機関へ提出しました。	

件　　　名
請願・陳情者氏名

付　　　託
常任委員会

本会議の
採　　決

発議件名
採　　決

意見書
提出先

請願第１号 
「国における2023年度教育予算拡充に関する意
見書」採択に関する請願書
子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教
育関係団体千葉県連絡会　		会長　秋田　秀博

民生文教
常任委員会

採　択
採　択

発議第１号
国における2023年
度教育予算拡充に
関する意見書
可決・全会一致

内閣総理大臣
財 務 大 臣
文部科学大臣
総 務 大 臣

請願第２号
「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見
書」採択に関する請願書
子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教
育関係団体千葉県連絡会　		会長　秋田　秀博

民生文教
常任委員会

採　択
採　択

発議第２号
義務教育費国庫負
担制度の堅持に関
する意見書
可決・全会一致

内閣総理大臣
財 務 大 臣
文部科学大臣
総 務 大 臣

陳情第１号
難聴者のための補聴器助成制度の創設を求め
る陳情書
全国生活と健康を守る会連合会　　　　				　
千葉県連合会　山武郡生活と健康を守る会
会　　長　小川征四郎
事務局長　忰山　兼重

民生文教
常任委員会

不採択
不採択

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ、「議長裁決」として表明します。

横
芝
光
町
選
挙
管
理
委
員

横
芝
光
町
選
挙
管
理
委
員

及
び
補
充
員
選
挙

及
び
補
充
員
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
公
平
な
選
挙
を
行

う
た
め
に
、
地
方
自
治
第
１
８
１
条
に
基
づ

き
都
道
府
県
や
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る

自
治
体
の
長
か
ら
独
立
し
た
執
行
機
関
で
、

委
員
４
名
及
び
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
備
え

委
員
補
充
員
４
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
は
、
議
会
で

選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
任
期
は
４
年
と
な
り

ま
す
。
委
員
及
び
補
充
員
の
任
期
が
６
月
20

日
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
６
月
定
例
会

で
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
選
挙
が
行
わ
れ

委
員
４
名
及
び
補
充
員
４
名
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
新
し
い
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充

員
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　◎

選
挙
管
理
委
員
　
　

　

藤
田　

雅
夫
（
東　

町
）

　

海
保　

教
之
（
宮　

前
）

　

齊
藤　
　

修
（
橋　

場
）

　

小
川　

義
則
（
宝　

米
）

◎
補
充
員

　

林　
　

正
信
（　

入　

）

　

鈴
木　

博
道
（
小
川
台
）

　

伊
藤　
　

勤
（
中　

台
）

　

小
堀　

正
博
（
本　

町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

≪請願・陳情の提出方法≫
　町民の皆さんの意見や要望を町政に反映させるために、請願や陳情という方法があります。
請願には紹介議員が必要ですが、陳情には必要ありません。		 	 	 	
◎提出方法　　請願（陳情）は、議会の開会、閉会中を問わずいつでも提出することができます。
　　　　　　　ただし、提出については、持参を原則といたします。		 	 	
◎提 出 先　　請願（陳情）は、議長あてに議会事務局へ提出してください。		 	
◎そ の 他　　請願者（陳情者）は、住所を記載し、署名または記名押印をしてください。
　　　　　　　法人などの場合は、名称及び所在地を記載、代表者の署名または記名押印が必要です。
　　　　　　　（鉛筆書きは不可）
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横芝光町の
 ここが聞きたい！

～５名の議員が登壇し、町政を問う～

小倉　弘業　議員・・・Ｐ５

◆保育施設の安全管理について

◆地域防災計画について

◆通学路の一斉点検について

川島富士子　議員・・・Ｐ８

◆教育行政について

◆活力あるまちづくりについて

◆健康こども行政について

宮薗　博香　議員・・・Ｐ７

◆ふれあい坂田池公園野球場について
◆行財政運営について
◆特別職の報酬等の額の改定について
◆公共施設の今後の見通しについて

山﨑　義貞　議員・・・Ｐ９

◆町長の政治姿勢について
◆保育事業について
◆福祉政策について

森川　貴恵　議員・・・Ｐ６

◆教育関係について

◆町長の政治姿勢について

登壇者と通告内容

６月定例会

６月定例会一般質問
一般質問

？  一般質問とは
　町の行政全般について、執行機関に疑問点を問い見解を求める
ものです。議会だよりに掲載される内容は紙面の都合上要点のみ
となっています。掲載できなかった質問は、町ホームページから
ご覧いただけますので、ホームページ内の「議会会議録」よりご
覧ください。
　なお、会議録の掲載は、議会終了後約３ヶ月を要します。現在、
令和４年３月議会定例会までご覧いただけます。
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一
般
質
問

一
般
質
問

福
岡
県
で
は
園
児

が
送
迎
バ
ス
置
き

去
り
事
故
、
広
島
市
で
も

保
育
中
に
園
児
行
方
不
明

事
故
が
起
き
た
が
、
保
育

施
設
の
安
全
管
理
へ
の
指

導
は
。

事
故
等
防
止
の
た

め
に
は
、
日
常
的

な
安
全
点
検
や
、
安
全
に

関
す
る
指
導
等
を
重
ね
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
保
育
士
の
安
全
管

理
に
対
す
る
意
識
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
事
故
等

の
未
然
防
止
及
び
事
故
発

生
後
の
的
確
な
対
処
へ
の

備
え
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
、
関
係
法

令
に
基
づ
き
県
と

各
保
育
施
設
に
一
般
指
導

監
査
、
ま
た
、
運
営
等
に

問
題
を
有
す
る
施
設
を
対

象
と
す
る
特
別
指
導
監
査

を
行
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
不
備
が
あ
っ
た
の

か
。

令
和
３
年
度
の
保

育
所
一
般
指
導
監

査
の
結
果
で
は
、
文
書
を

も
っ
て
の
是
正
改
善
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
過
去
に
も
、

特
別
指
導
監
査
に
至
る
事
案
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

福
岡
県
の
園
児
バ
ス
置

き
去
り
事
故
や
、
広
島

市
で
の
保
育
中
の
園
児
行
方
不

明
事
故
な
ど
、
同
じ
事
故
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
も
保
育
所

の
安
全
点
検
を
。

子
供
た
ち
の
安
全
を
普

段
か
ら
注
意
し
て
い
く

の
は
、
極
め
て
重
要
な
任
務
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
の
安
全
・
安
心

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
や
り

過
ぎ
は
無
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
各
事
業
所
・
保
育
所

等
々
に
協
議
を
重
ね
、
安
全
の

向
上
に
努
め
、
こ
の
機
会
に
早

速
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
よ
り
改
定
さ
れ

た
、
地
域
防
災
計
画
が

活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
各
団
体

へ
の
周
知
・
共
有
・
連
携
は
。

横
芝
光
町
防
災
会
議
条

例
第
３
条
第
５
項
の
規

定
に
よ
り
、
国
・
県
・
関
係
機

関
、
匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組

合
、
横
芝
光
町
消
防
団
な
ど
の

関
係
機
関
に
、
地
域
防
災
計
画

に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
各
団

体
と
の
共
有
は
図
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

関
係
機
関
を
含
め
、
61
か
所
へ

配
付
し
周
知
を
行
い
、
今
後
、

小 倉 弘 業 議員

各地で起きた
保育園での事故を受け安全点検を

この機会に早速対応したい

様
々
な
災
害
に
備
え
、
引
き
続

き
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。防

災
計
画
の
中
に
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
や

要
配
慮
者
の
皆
様
の
た
め
に
、

民
生
委
員
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
く
こ
と
が
多
く
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
要
請

や
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

毎
月
の
定
例
会
の
中
で
、

研
修
の
機
会
を
設
け
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
、
災
害
対
策

基
本
法
の
改
定
に
よ
り
、

個
別
避
難
計
画
の
策
定
が
努
力

義
務
化
と
な
っ
た
が
、
当
町
で

は
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。

個
別
避
難
計
画
の
作
成

を
進
め
て
い
る
先
進
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
民
生

委
員
児
童
委
員
や
社
会
福
祉
協

議
会
、
自
主
防
災
組
織
や
自
治

会
、
消
防
機
関
や
福
祉
事
業
所

等
と
連
携
を
図
り
、
実
効
性
の

あ
る
避
難
支
援
が
さ
れ
る
よ
う
、

要
支
援
者
ご
と
の
実
情
に
応
じ

た
個
別
避
難
計
画
の
策
定
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

2022.8　2022.8　5

▲町災害対策本部
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森 川 貴 恵 議員

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

結
果
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

学
力
向
上
に
役
立
て
て
き
た
の
か

 「
全
国
学
力
・

　
　
　  

学
習
状
況
調
査
」

当
町
に
お
け
る
実
施
状

況
は

４
月
19
日
、
小
学
校
６

年
生
及
び
中
学
校
３
年

生
全
員
に
、
国
語
、
算
数
・
数

学
、
理
科
、
生
徒
質
問
紙
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
文
部
科
学

省
か
ら
７
月
下
旬
に
結
果
が
届

き
、
８
月
中
に
千
葉
県
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
分
析
ツ
ー

ル
が
配
布
さ
れ
る
の
を
受
け
て

詳
細
な
分
析
を
進
め
る
予
定
で

す
。

現
在
ま
で
の
結
果
を
踏

ま
え
現
状
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
か

国
語
、
算
数
・
数
学
と

も
に
、
選
択
式
よ
り
記

述
式
に
課
題
が
多
く
、基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
定
着

よ
り
も
発
展
や
応
用
の
力
の
定

着
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
果
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
、
役
立
て
て
き
た

か
。

経
年
変
化
や
誤
答
の
分

析
を
し
、
授
業
や
指
導

の
改
善
に
役
立
て
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。ま
た
、「
生
活
習
慣
・

学
習
環
境
」
と
学
力
の
相
関
関

係
を
確
認
す
る
と
、
家
庭
で
の

学
習
時
間
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
に
よ
る
ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

携
帯
ゲ
ー
ム
機
器
に
接
す
る
時

間
は
反
比
例
す
る
こ
と
が
読
み

取
れ
ま
す
。
そ
こ
で
学
習
指
導

だ
け
で
な
く
、
児
童
生
徒
自
身

に
生
活
の
見
直
し
や
保
護
者
の

協
力
を
図
り
、
学
習
習
慣
の
確

立
に
も
支
援
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。教

育
委
員
会
と
し
て
学

校
に
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
の
か

年
２
回
、
学
力
向
上
推

進
委
員
会
を
開
き
、
各

校
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、
小

中
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
家
庭

学
習
の
手
引
き
」
を
作
成
し
、

児
童
生
徒
及
び
各
家
庭
に
向
け

て
発
達
段
階
に
応
じ
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
更
に
、

一
人
一
台
端
末
を
よ
り
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
千
葉

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
開
発
部
と
協
力
し
、

町
内
小
中
学
校
で
研
究
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

郷
土
愛
を
育
む
教
育

　
　
　
　
　
　 

の
充
実

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か

地
域
学
習
の
大
切
さ
を

認
識
し
て
お
り
、
教
科

の
指
導
だ
け
で
な
く
、
学
校
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
様
々

な
経
験
を
積
む
機
会
を
設
け
、

多
く
の
感
動
を
持
た
せ
る
こ
と

が
、
郷
土
へ
の
愛
着
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

学
校
で
の
実
施
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み
は

小
学
校
で
は
、
学
校
ご

と
に
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
作
り
、
地
域
の
人
材
や
産

業
、
自
然
の
特
色
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
地
域
人
材
と
交

流
す
る
機
会
を
設
け
、
地
域
の

産
業
に
目
を
向
け
る
機
会
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

食
育
に
つ
い
て
の
現
状

は令
和
４
年
度
か
ら
令
和

８
年
度
を
期
間
と
し

た
、「
第
４
次
横
芝
光
町
地
産

地
消
・
食
育
推
進
計
画
」
を
策

定
し
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
校
で
は
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
野
菜

の
栽
培
、
収
穫
体
験
や
給
食
セ

ン
タ
ー
栄
養
士
に
よ
る
給
食
時

間
を
利
用
し
た
栄
養
指
導
な
ど

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ＱＱＱＱ
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町
３
役
の
報
酬
改

定
に
つ
い
て
は
、

４
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た

議
会
議
員
全
員
協
議
会
で

町
当
局
か
ら
改
定
理
由
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

特
別
職
等
報
酬
審
議
会
か

ら
答
申
さ
れ
た
改
定
時
期

に
つ
い
て
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
所
得
が
減

少
し
苦
境
を
強
い
ら
れ
て

い
る
町
民
も
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
今
後
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
及
び
景
気
の
状
況
を

踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
さ

れ
た
い
。」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の

11
月
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

会
に
お
い
て
、
人
事
院
勧

告
並
び
に
千
葉
県
人
事
委

員
会
に
よ
る
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
報
告
及
び
勧

告
に
お
い
て
、
民
間
の
ボ

ー
ナ
ス
支
給
割
合
と
の
均

衡
を
図
る
た
め
に
職
員
の

生
活
給
で
あ
る
一
般
職
の

期
末
手
当
を
減
額
し
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
令
和
４
年
度
中
に

増
額
の
改
正
条
例
案
を
提
出
す

る
予
定
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
議
会
議
員
の
報
酬

改
定
に
つ
い
て
も
議
会
改
革
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
協
議

が
な
さ
れ
た
数
値
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
特
別
委
員
会
の
結
論
と

し
て
は
、
現
在
の
歳
費
を
超
え

な
い
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
で
、

報
酬
額
と
政
務
活
動
費
及
び
議

員
定
数
（
２
名
減
員
）
の
３
点

セ
ッ
ト
で
示
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
議
会
議
員
全
員

協
議
会
で
そ
の
案
が
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
議
員
に
つ
い
て
は
報
酬
額

だ
け
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
現
況
下
に
お
い
て

は
、
今
期
の
町
長
の
任
期
が
終

了
す
る
ま
で
は
、
ま
た
、
議
会

議
員
の
報
酬
等
に
つ
い
て
も
今

任
期
中
に
は
、
絶
対
に
改
正
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
お
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

特
別
職
の
報
酬
等
の
額

は
、
平
成
18
年
の
合
併

時
に
協
議
し
、
現
行
の
額
と
な

っ
て
以
来
一
度
も
見
直
し
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
県
内
の
町
村
や

全
国
の
同
規
模
で
あ
る
自
治
体

か
ら
見
る
と
比
較
的
低
額
で
し

た
。
そ
こ
で
、
議
会
議
員
の
報

酬
の
見
直
し
に
併
せ
て
同
時
に

審
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

適
正
な
金
額
を
考
え
る
上
で
も

効
率
的
で
あ
り
公
正
で
あ
る
と

考
え
、
諮
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
は
議
会
内
で
報

酬
の
改
定
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

取
れ
れ
ば
、
議
案
を
出
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
い
た
し
ま
し
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

や
景
気
の
回
復
状
況
を
判
断
し
、

適
切
な
時
期
に
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

2022.8　2022.8　7

宮 薗 博 香 議員

今は絶対に行ってはならない
� 町３役と議会議員の報酬改定

議会内のコンセンサスが図れれば
� 提案させていただく

※その他の質問

ふれあい坂田池公園野球
場について
・照明灯の支柱及び照明
灯について
・暗渠排水整備について

行財政運営について
・令和３年度の一般会計
決算見込みについて
・決算見込みによる次年
度繰越金の具体的な対
応について

公共施設の今後の見通し
について
・上堺保育所について
・食肉センターについて

▲審議が行われた６月議会定例会

ＱＱ

ＡＡ



一
般
質
問

一
般
質
問

横芝光町 議会だより

2022.82022.8 8

川 島 富士子 議員

保
育
所
や
幼
稚
園
等
で
の

�����
給
食
費
完
全
無
償
化
を

　
　
　
　

前
向
き
に
検
討

保
育
所
や
幼
稚
園
等
で

の
給
食
費
完
全
無
償
化

を

今
後
、
町
は
、
第
２
期

横
芝
光
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
掲
げ
ま

し
た
基
本
理
念
、「
す
こ
や
か

に　

育
（
そ
だ
）
て　

親
子
を

育
（
は
ぐ
く
）
む
ま
ち
・
横
芝

光
」
の
も
と
、
子
育
て
支
援
施

策
の
一
層
の
充
実
と
保
育
所
及

び
幼
稚
園
等
を
ご
利
用
い
た
だ

く
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

保
育
所
や
幼
稚
園
等
で
の
給
食

費
無
償
化
を
、
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
。環

境
教
育
の
推
進
お
よ

び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
に
向
け
た
学
校
施
設

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
推
進
を 

学
校
に
お
け
る
環
境
教

育
は
、
地
球
温
暖
化
な

ど
様
々
な
課
題
が
深
刻
化
す
る

中
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
理

解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
児
童

生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
学
習

を
行
っ
て
お
り
、「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
や
「
校
外
学

習
」
等
、
体
験
的
な
活
動
等
を

通
じ
、
児
童
生
徒
が
自
ら
感
じ
、

見
つ
け
、
理
解
で
き
る
よ
う
努

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
も
効
果
的
に

活
用
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
施

設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
は
、
今
後
進
捗

す
る
横
芝
小
学
校
改
築
事
業
を

始
め
、
各
学
校
施
設
の
管
理
運

営
や
改
修
等
の
中
で
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
や
自
然
環
境
の
活
用
等
、

環
境
に
配
慮
し
た
対
応
を
進
め

ま
す
。	

物
価
高
騰
等
に
対
す
る

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
を 町

は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
現
在
の
物
価
高
騰
に
よ
り

広
く
各
世
帯
に
影
響
が
及
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
全
世
帯

を
対
象
と
し
た
町
内
協
力
店
で

利
用
で
き
る
商
品
券
発
行
事
業

を
計
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
商
品
券
の
作
成
は
、
偽
造

防
止
対
策
を
施
す
た
め
業
務
委

託
の
予
定
で
、
業
者
の
決
定
か

ら
商
品
券
の
作
成
完
了
ま
で
に

概
ね
３
ヶ
月
程
度
の
期
間
が
必

要
と
見
込
み
、
９
月
上
旬
ま
で

に
は
商
品
券
を
作
成
し
、
案
内

文
書
と
と
も
に
簡
易
書
留
郵
便

に
よ
り
９
月
末
日
ま
で
に
配
布

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

商
品
券
の
利
用
期
間
は
10
月
か

ら
12
月
末
ま
で
の
計
画
で
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
は 

帯
状
疱
疹
は
予
防
可

能
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン

に
は
弱
毒
化
生
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
、
い
わ
ゆ
る
「
生
ワ
ク
チ

ン
」
と
乾
燥
組
み
換
え
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
、
い
わ
ゆ
る
「
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
」
の
２
種
類
が

あ
り
、
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り

最
大
の
合
併
症
で
あ
る
痛
み
が

軽
く
な
る
た
め
、
生
活
の
質
の

改
善
に
期
待
が
で
き
ま
す
。
帯

状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
助
成
金

の
導
入
は
、
調
査
研
究
し
ま
す
。	

３
歳
児
健
診
で
の
弱
視

発
見
屈
折
検
査
に
伴
う

機
器
の
導
入
（
購
入
）
は	

弱
視
の
早
期
発
見
及

び
早
期
治
療
の
観
点

か
ら
、
専
門
的
な
知
見
及
び
近

隣
の
状
況
を
収
集
し
、「
屈
折

検
査
機
器
」
の
導
入
は
、
今
後
、

検
討
し
ま
す
。

ＱＱＱＱ

ＱＱ

ＱＱ
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※
そ
の
他
の
質
問

・
小
中
学
校
の
水
道
蛇
口

の
実
情
と
レ
バ
ー
化
に

つ
い
て

・
国
の
16
ヶ
月
予
算
に
対

す
る
本
町
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て

・「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
」
に

対
す
る
本
町
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
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１
月
22
日
に
発
効

し
た
核
兵
器
禁
止

条
約
は
、
被
爆
者
や
核
実

験
被
害
者
の
長
年
の
願
い

が
結
実
し
た
も
の
で
し

た
。
核
兵
器
廃
絶
が
進
ま

な
い
核
不
拡
散
条
約
を
発

展
さ
せ
た
も
の
が
禁
止
条

約
で
す
。
核
兵
器
の
使
用

や「
使
用
す
る
と
の
威
嚇
」

を
禁
止
し
、
核
兵
器
の
全

面
的
な
廃
絶
を
展
望
し
て

い
ま
す
。
核
兵
器
使
用
の

現
実
的
リ
ス
ク
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
国
際
状
況
下
で
、

「
壊
滅
的
で
非
人
道
的
な

結
末
」
を
回
避
す
る
た
め
、

全
世
界
に
核
兵
器
禁
止
条

約
を
普
遍
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

当
町
で
は
「
非
核

平
和
宣
言
」
を
行

う
と
と
も
に
、
日
本
非
核

平
和
宣
言
自
治
体
協
議
会

に
加
盟
し
、
核
被
爆
国
民

と
し
て
町
民
一
丸
と
な
り
、

非
核
三
原
則
を
堅
持
し
、

全
て
の
核
兵
器
が
廃
絶
さ

れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
希

求
し
て
お
り
、
核
兵
器
禁
止
条

約
は
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
条
約
批
准
の
国
へ
の

働
き
か
け
に
つ
い
て
は
、
国
民

の
総
意
と
し
て
国
が
決
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
の
で
町
単
独

で
の
働
き
か
け
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。紙

オ
ム
ツ
の
保
護
者
持

ち
帰
り
は
、
千
葉
県
の

公
立
保
育
園
で
は
２
～
３
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
保
育
所

で
処
分
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
保
育
所
が
処
分
す
る
。
使
用

済
み
紙
オ
ム
ツ
を
処
分
す
る
こ

と
は
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
基

本
と
考
え
ま
す
が
。

過
去
に
保
護
者
会
に
諮

っ
て
議
論
し
た
経
緯
が

あ
り
、
便
を
家
庭
で
確
認
す
る

こ
と
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
こ
と
や
、
使
用
済
み
オ
ム
ツ

の
減
少
で
排
泄
の
自
立
を
実
感

で
き
る
こ
と
の
ほ
か
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
医
師
に
見
せ
る

場
合
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
持
ち

帰
り
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
り
、

現
在
も
そ
の
対
応
を
続
け
て
い

る
状
況
で
す
。
保
護
者
の
意
識

変
化
等
を
見
極
め
な
が
ら
対
応

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

半
数
は
加
齢
性
の
難
聴

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
カ
バ
ー
す
る
補
聴
器
の
購
入

費
は
高
く
、「
高
額
な
補
聴
器

購
入
に
補
助
を
し
て
ほ
し
い
」

と
の
声
に
応
え
、
自
治
体
独
自

に
購
入
費
補
助
制
度
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
難
聴
に

な
る
と
認
知
症
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
」
か
ら
で
、
難
聴
は
認

知
症
要
因
の
一
つ
と
厚
労
省
か

ら
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
補
聴

器
購
入
の
補
助
制
度
を
求
め
ま

す
。

現
時
点
に
お
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
を
含
め
18

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
の

対
象
と
な
ら
な
い
、
軽
度
又
は

中
等
度
難
聴
者
を
対
象
と
し
た

助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
加
齢

性
難
聴
は
生
活
習
慣
の
改
善
に

よ
り
、
予
防
や
進
行
を
遅
ら
せ

る
効
果
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

健
康
こ
ど
も
課
と
連
携
し
な
が

ら
加
齢
性
難
聴
の
予
防
方
法
等

の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

深
刻
化
す
る
高
齢
者
の

ゴ
ミ
出
し
支
援
制
度
に

つ
い
て
の
考
え
は

支
援
の
重
要
性
は
高
い

と
考
え
ま
す
。
生
活
ゴ

ミ
出
し
支
援
と
し
て
有
効
な
手

法
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
の
調

査
研
究
を
進
め
、
よ
り
有
効
な

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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山 﨑 義 貞 議員

核兵器禁止条約批准を
　　　　　国に働きかけよ

町単独での働きかけは
考えていない

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ



横芝光町 議会だより

2022.82022.8 10

～市町村議会広報研究会～

議会とのつながりが実感できる紙面づくり
　7月4日に千葉県自治会館で、令和4年度市町村議会広報研究会が開催されました。
　当議会からは、議長、副議長、広報委員4名、事務局が参加しました。
　講師は、埼玉県コミュニケーションセンター理事長で議会広報サポーターの芳野敏明
氏、「住民に読まれ、伝わる　議会の存在感を高める　議会広報の基本と編集」がテーマ
のお話でした。議会広報は、住民・読者の関心・ニーズに応えることが企画編集の基本
であり、住民が議会情報を「知る」「理解する」、さらに「参加・行動」を期待できるよう
情報共有を確実にするコミュニケーション・ツールであることから、議会と町民の一体化、

住民の声を登場させることが大切であるというこ
とでした。
　この研究会で学んだことを今後に活かし、当町
の議会だよりも一層読みやすく、町民の皆様のご
意見・ご要望を集約し、興味関心を喚起、議会と
のつながりが実感できるような紙面づくりに努め
ていきたいと思います。

～山武郡市議会議員研修会～

地域アイデンティティを守り育て発信することが大切
　７月13日に山武郡市議会議員研修会が、のぎくプラザで開催されました。最初に、自
治功労者10名の表彰（議員在職10年：当町は該当者なし）と２名に感謝状が贈呈されま
した。その後、龍谷大学教授の服部圭郎氏による「人口縮小におけるまちづくり」と題
した講演が行われました。内容としては、①人口減少下、合計特殊出生率を高くするこ
とは、人口減少の解決にはならない。②人口減少への有効な対策は「転入者を増やす」
ことと「転出者を減らすこと」③「社会増」に成功している自治体をみると、大都市圏
では必ずしもなく、地方部でもある。また、人口規模が１万人以下の自治体でもうまくいっ

ているところがある。④人口減少が激しくても社
会減の割合が相対的に低いところは、しっかりと
した地域経営をすることで知られている自治体が
多いということでした。すなわち転入を増やし、
転出を減らす戦略としては、地域アイデンティティ
（個性や特徴）を守り育て、発信することが大切だ
ということでした。



政務活動費の収支報告状況を
ホームページで公開しています
　町議会では、町民の皆様に開かれた議会
を目指し、令和２年度分から「政務活動費収
支一覧表」を町ホームページで公開していま
す。

※地方自治法第100条第14項から第16項まで
の規定により、町議会議員が行う調査研究、
その他の活動に資するため必要な経費の一
部として、政務活動費１人当たり年額24万円
を申請により交付して
います。なお、交付さ
れた政務活動費に残
額がある場合は、これ
を返還することとなっ
ています。
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議
会
ダ
イ
ア
リ
ー

議
会
ダ
イ
ア
リ
ー

５
月

17
日
・
成
田
空
港
周
辺
市
町
議
会
連
絡
協

議
会
役
員
会
及
び
講
演
会

18
日
・
山
武
郡
市
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

19
日
・
美
し
い
木
戸
川
を
守
る
会
定
期
総

会

20
日
・
例
月
出
納
検
査

21
日
・
東
陽
食
肉
セ
ン
タ
ー
獣
魂
祭

23
日
・
学
校
適
正
配
置
等
検
討
委
員
会

　
　

・
山
武
地
域
医
療
協
議
会
総
会

25
日
・
商
工
会
第
16
回
通
常
総
代
会

26
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

・
第
１
回
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会

定
例
会

28
日
・
航
空
機
騒
音
対
策
協
議
会
総
会

30
日
・
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

31
日
・
議
会
議
員
全
員
協
議
会

６
月

３
日
・
６
月
議
会
定
例
会

　
　
　
（
１
日
目
）

９
日
・
６
月
議
会
定
例
会

　
　
　
（
２
日
目
）

　
　

・
議
会
議
員
全
員
協
議
会

13
日
・
広
報
委
員
会

16
日
・
夏
期
観
光
安
全
対
策
会
議

　
　

・
安
全
会
議

20
日
・
芝
山
鉄
道
延
伸
連
絡
協
議
会

21
日
・
例
月
出
納
検
査

24
日
・
都
市
計
画
審
議
会

27
日
・
地
域
公
共
交
通
会
議

28
日
・
第
１
回
成
田
国
際
空
港
騒
音
対
策

委
員
会
山
武
・
横
芝
地
区
部
会

29
日
・
山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
議
会
議

員
全
員
協
議
会
及
び
視
察
研
修

30
日
・
介
護
保
険
運
営
協
議
会

７
月

４
日
・
市
町
村
議
会
広
報
研
究
会

７
日
・
匝
瑳
市
ほ
か
二
町
環
境
衛
生
組
合

決
算
監
査
及
び
例
月
出
納
検
査

　
　

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
会
議

８
日
・
学
校
適
正
配
置
等
検
討
委
員
会

13
日
・
山
武
郡
市
議
会
議
員
研
修
会

14
日
・「
ひ
と
」
分
科
会

　
　

・
広
報
委
員
会

16
日
・
海
水
浴
場
安
全
祈
願
祭

20
日
・
例
月
出
納
検
査

　
　

・
広
報
委
員
会

21
日
・
山
武
郡
市
議
会
議
長
会
視
察
研
修

会

22
日
・「
ま
ち
」
分
科
会

　
　

・「
し
ご
と
」
分
科
会

28
日
・
民
生
委
員
児
童
委
員
推
薦
会

議会を傍聴しませんか
　９月定例会は９月上旬から開催する予定
です。議会開会中は、議会を傍聴すること
ができますが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止の為、傍聴人数を制限させていた
だいておりますので、ご理解とご協力をお
願いいたします。
　なお、９月定例会の日程等詳細について
は、決定次第、防災行政無線及び町ホーム
ページでお知らせいたします。

≪傍聴席での主な注意事項≫
・電子機器（携帯電話・カメラ等）は使用

できません。
・録音機や拡声器類を携帯した方、酒気帯

び等の方は入場できません。
・飲食や喫煙はできません。
・私語、談話又は拍手をしたり、みだりに

席を離れることはできません。
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季
夏
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

７
月
に
入
り
、
再
び
新
規
感
染
者
数
が
増
加
し
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
感
染
の
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
引
き
続
き
感
染
予
防
対
策
に
努
め
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
り
原
油
価

格
が
高
騰
し
、
物
価
の
上
昇
が
止
ま
ら
ず
、
家
計
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
一
日
も
早
い
感
染
症
の
終
息
と
戦

争
が
終
わ
り
、
平
穏
無
事
の
生
活
に
戻
れ
る
事
を
願
い
ま

す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、
編
集
後
記
に
て
、
皆
様
へ
ご
挨
拶

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
是
非
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
、
返
信
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
す
が
、
体
調
を
崩
さ

れ
ま
せ
ん
よ
う
、
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　

広
報
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

川
島　
　

仁

　
　
　

副
委
員
長　
　

越
川　

一
雄

　
　
　

委　
　

員　
　

川
島
富
士
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
薗　

博
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
鹿　

幹
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
東　

彦
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
川　

貴
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

弘
業

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
～千葉県町村議会議長会自治功労者表彰～

　５月26日に開催された、千葉県町村議会議長会定例会において、町議会議員として18年
以上在職し、地方自治に特に功労があったとして、川島　仁議長と鈴木克征議員が表彰さ
れました。
　また、町議会議員として11年以上在職し、地方自治に功労があったとして、鈴木輝男議
員と鈴木和彦議員が表彰されました。

▲左から、鈴木和彦議員、川島仁議長、鈴木克征議員、鈴木輝男議員
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